
平成 29年度交流の家三瓶地域協育ネットワーク 地域ぐるみで「体験の風をおこそう」運動推進事業 

「さんべでものづくり教室①ロボット」 

１ 趣 旨 

・家族に体験活動プログラムを提供することで、家族の絆を深めるとともに、「早寝早起き朝ごはん」

をはじめとした基本的な生活習慣を確立するきっかけづくりを行う。

・活動を通して、科学に対する興味関心を育む。

２ 事業の概要 

（１）期 日 平成 29年 11月３日（金）～４日（土） 

（２）会 場 株式会社イワミ村田製作所、国立三瓶青少年交流の家 

（３）協 力 株式会社イワミ村田製作所 

（４）対 象 主として小学生・中学生とその家族 ※小学校高学年以上向き 

（５）参加者 31名（募集 30名) 

３ 事業の内容 
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(１)事業の特色

科学に対する子どもの興味・関心の低下、理科離れが問題視される現代社会において、「ものづくり」

をきっかけにして子どもの「科学」に対する興味関心を高める。子ども達に「ものづくり」の大切さ、

素晴らしさを伝えたいという、同じ思いをもった地元企業のイワミ村田製作所の協力を得て、工場の見

学、ロボットの実演、ロボットづくりを行う。 

（２）プログラムデザインと企画のポイント

  １日目は、イワミ村田製作所で半導体工場の見学を行う。見学の理解をより深めるために、見学前 

にイワミ村田製作所の方の説明を聞き、簡単な回路での実験・実習を通して半導体についての基礎知識

を学ぶ。工場見学のあとには、自立走行型ロボットのムラタセイサク君、ムラタセイコちゃんの実演を

設定している。２日目は、ロボットの製作を行う。２日間の活動を通し、子ども達に「ものづくり」の

楽しさを実感してもらい、子ども達の「科学」に対する興味・関心を高めるプログラム構成になってい

る。 



手回し発電機を使って実験を行い、コン
デンサの働きを親子で確かめました。 

ムラタセイサク君のデモンストレーシ
ョン。ロボットの動きを見て感動！

ロボットづくりに挑戦。組み立てのコツ
を学びながら、ものづくりの楽しさを味
わった。

４ 成果と課題 

≪成果≫ 

・工場見学を行うことにより、参加者が島根県に世界的な半導体工場があることを知るきっかけとなっ

た。イワミ村田製作所の施設紹介後、半導体について回路を活用しての実験・実習を行うことで、基礎

知識を学ぶことができた。参加者は、「ものづくり」の現場をより身近に感じることができた。そして、

子どもも大人も「ものづくり」の楽しさを実感しながら、「科学」に対する興味・関心を高めることに

つながった。

・イワミ村田製作所の職員の方に来ていただき、交流を深めながら、ロボット作りを進めることができ

た。グループごとに担当を割り当てることで、すべての参加者が自分の力でロボットを作り上げるサ

ポートができていた。参加者には、ロボット作りを子どもと一緒にでき、完成したもので遊ぶ体験が

できたことを、喜んでいただけた。

≪課題≫ 

・ロボット作りは、製作キットを活用している。ニーズや技能面など様々な家族が参加されるので、プロ

グラミング等を行う本格的なロボット製作の実施は難しい。イワミ村田製作所が、自社の半導体を使っ

た実験と簡単な製品づくりができるノウハウをもっておられるので、より深く「科学」に迫れるように

内容を検討する必要がある。

＜連携のポイント＞ 

今回は、23 家族 68 人の募集から、10 家族 31 人の参加者に絞ることになった。参加のニーズが高

くイワミ村田製作所との連携の方向性が確立してきている。イワミ村田製作所が実施されている「イ

ワミ村田製作所グリーンフェスタ」への交流の家の参加を合わせて、今後も連携を深めていきたい。

また、地域連携プログラムとして、三瓶青少年交流の家を利用する学校団体へ、活動プログラムの

１つとして、イワミ村田製作所の見学等での利用ができないか検討を進めていく。 

（担当：企画指導専門職 田邊 治生） 



平成 29年度交流の家三瓶地域協育ネットワーク 地域ぐるみで「体験の風をおこそう」運動推進事業 

「さんべでものづくり教室②ミニ四駆」 

１ 趣 旨 

・家族に体験活動プログラムを提供することで、家族の絆を深めるとともに、「早寝早起き朝ごはん」

をはじめとした基本的な生活習慣を確立するきっかけづくりを行う。

・活動を通して、「ものづくり」の楽しさを体験し、科学を学び、科学への興味関心につなげる。

２ 事業の概要 

（１）期 日 １回目：平成 30年２月 24日(土)～25日(日) 

２回目：平成 30年３月 17日(土)～18日(日) 

（２）会 場 国立三瓶青少年交流の家 

（３）協 力 HOBBY SHOP地球堂模型 

（４）対 象 主として小学生とその家族 ※ミニ四駆初心者向け 

（５）参加者 １回目：30家族 66名（募集 50名程度) 

２回目：20家族 52名 

（６）日程・研修内容
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講師の南條さんやスタッフの指導で、ミ
ニ四駆づくりに挑戦。

完成したマシンでレースを体験。早く走
らせるためのコツを探りました。 

３ 事業の内容 

(１)事業の特色

科学に対する子どもの興味・関心の低下、理科離れが問題視されている。ミニ四駆を活用した「もの

づくり」を通して、子どもの「科学」に対する興味・関心を高める。また、子どもたちに「ものづくり」

の大切さ、素晴らしさを伝える。 

（２）プログラムデザインと企画のポイント

  講師である「HOBBY SHOP地球堂模型」の南條さんは、「ミニ四駆で自然と理科の知識が身につく、自

分で調べて改善する力がつく。」「コミュニケーション能力を成長させることができる。」「遊びに終わり

がない。」とミニ四駆の素晴らしさを述べている。実際にミニ四駆を作って、コースを走らせる。その

中で、「コースを完走するためには」「もっと速く走らせるためには」と追究することで、「遊び」が「科

学」へとつながっていく。１日目は、３つのコースを用意する。そのうちの１つは、モータの回転数（ス

ピード）をあげた場合のコース、１つは、馬力（トルク）をあげた場合のコースを設定する。コースの

設計により、ミニ四駆を調整しなければならない。その際に必要な知識（情報）を得るために、コミュ

ニケーションがとれるようにする。２日目は、レース用のコースを１つ用意する。コースの設計に合わ

せてミニ四駆を改造し、ミニ四駆の走りを追究できるようにする。 

４ 成果と課題 

≪成果≫ 

・参加者のアンケートの感想に『子どもだけでなく、親も楽しめました。集中して作業したり、速くする

ための工夫をしてみたり、とてもよい経験になりました。』『ミニ四駆を通して、知らない子どもたちと

自然に会話をしている様子がとてもよかったです。あれこれ工夫してみたいという気持ちがわいて、い

いなと思いました。』『初めて参加して、少しドキドキでしたが、子どもが楽しむことができよかったで

す。このような集団生活を経験することも大事だと感じられました。』と書かれていた。子どもも大人

もミニ四駆を通して、コミュニケーションをとりながら、「ものづくり」の楽しさを実感し、「科学」に

対する興味・関心を高めることにつながった。

≪課題≫ 

・定員の５倍を超える 275 名の応募があった。これまで、交流の家の事業に参加経験のない方も多くあ

り、２回目を実施することになったが、多くの方に参加を断ることになった。来年度以降、「HOBBY SHOP

地球堂模型」との連携を図りながら、今後の事業の運営を考えなければならない。

・１回目では、活動にゆとりをもたせられるような時間設定を行ったが、参加者の意欲が高く、活動時間

を早めたり、延ばしたりすることになった。「ミニ四駆を作る時間を長くしてほしい。」という参加者の

要望もあり、２回目で時間設定の変更をし、時間的な満足度は得ることができた。

（担当：企画指導専門職 田邊 治生） 
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